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令和７年度 文化財防災訓練等実施状況報告 都道府県名 

埼玉県 

行 事 名 称 重要文化財旧高橋家住宅消防訓練 

実施期間・日時 令和8年1月24日（土）10：00～10：45 

実 施 場 所 重要文化財旧高橋家住宅（埼玉県朝霞市根岸台2-15-10） 

主 催 者 朝霞市教育委員会文化財課 

■実施内容 

訓練の想定 

主屋近くの納屋の薪置場から不審火により火災が発生、重要文化財である主屋へ延焼する恐れがある状況。 

来園者を避難誘導し、消火器・放水銃により初期消火を行い、先着した消防分団が消火活動にあたっているとこ

ろへ消防隊が到着。 

訓練の内容 

消防署への通報訓練、来園者の避難誘導訓練、消火器・放水銃による初期消火訓練、地域の消防分団による放水

訓練を実施。 

消防署の指導により水消火器での消火器使用方法訓練を実施。 

参加者及び役割分担 

朝霞市教育委員会文化財課職員  （７名）：通報訓練、避難誘導訓練、初期消火訓練 

朝霞消防署           （５名）：事前指導、消火器使用方法指導、講評 

朝霞消防団第３分団・第４分団 （２０名）：放水訓練 

登録ボランティア        （９名）：避難誘導訓練、初期消火訓練 

管理業務委託作業員       （４名）：避難誘導訓練、初期消火訓練 

警備業務委託警備員       （１名）：避難誘導訓練、初期消火訓練 

消防設備保守点検業務委託作業員 （３名）：訓練事前の機器点検、設備保守点検 

一般参加者          （３８名）：避難誘導訓練、初期消火訓練       ※参加者合計８７名 

特に工夫した点 

訓練内容について事前に消防署に指導を仰ぐとともに、地域の消防分団に協力を依頼して実施した。 

市の広報に文化財防火デー及び消防訓練の実施について記事を掲載するとともに、市のＳＮＳを活用して周知す

ることで、文化財防災に関する普及・啓発を図った。 

問題点・課題 

訓練を通じて地域の消防分団から協力を得られているが、地域住民との連携という点についてはいまだ課題が多

いことから、今後、検討していきたい。 

その他 

毎年、文化財防火デー前後の時期に消防訓練を行うことで、文化財課職員はじめ登録ボランティアや委託業者等

関係者の文化財愛護意識の向上を図るとともに、市の広報等に関係記事を掲載することで文化財防災に関する普

及・啓発の機会となっているところから、今後も継続して実施することが重要と考える。 

訓練風景 

 

放水訓練（別添のとおり） 
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